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１） 決算概要

為替影響除く： ＋6％

為替差益： 1.0億円 → 3.0億円

（単位：百万円、単位未満切捨て）

販管費率： 49.2％ → 49.2％

2018/3 Q1 2019/3 Q1

： 62.5％ → 64.9％
自社品

売上比率
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２） 決算のポイント

営業利益 ： 53百万円 （前年同期は219百万円の営業損失）

・粗利率は、国内外で自社品の販売に注力した結果、改善。
・増収効果と粗利率向上により、研究開発投資等の販管費の増加を吸収し、

黒字を確保。

売上高 ： 前年同期比 3.7％増
・国内：市場別の取り組みを強化した結果、病院市場が堅調に推移。

PAD市場におけるAEDの販売も好調。全ての商品群が増収。
・海外：米州、欧州、アジア州ともに増収。特に米国、中南米が好調。

経常利益 ： 前年同期比 266.9％増
・為替差益が増加。
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３） 商品群別売上高

（単位：百万円） 商品群別売上構成比
（2017/6 ⇒ 2018/6）

生体計測機器

25.0 ⇒24.7％

生体情報モニタ

33.6⇒34.5％

治療機器

19.3 ⇒19.5％

消耗品・保守
サービス

51.6 ⇒51.9％

その他

22.1 ⇒21.3％

売上高

３４５億円
医療機器

48.4 ⇒48.1％
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４） 国内売上高
【市場別売上高】 【商品群別売上高】

（単位：百万円）

【市場別】 大学病院市場が好調に推移し、官公立、私立病院市場も堅調。診療所市場は前年同期を下回る。

【商品群別】 生体計測機器： 心電計群が好調に推移し、心臓カテーテル検査装置群も堅調。脳神経系群は前年同期を下回る。

生体情報モニタ： 大学病院市場でベッドサイドモニタや臨床情報システムが好調に推移。

治療機器： AEDが好調に推移。ペースメーカ・ICDも堅調。

その他： 医療機器の設置工事、保守サービスが好調に推移。検体検査装置は前年同期を下回る。

（億円）
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５） 海外売上高

【地域別】 米州： 米国では、生体情報モニタが好調に推移し、生体計測機器も売上を回復。中南米は、ブラジルを中心に大幅に伸長。
欧州： ドイツ、スペインが好調に推移した一方、フランス、ロシアは低調。
アジア州： 中国は好調に推移。インドは前年同期に発生した物品サービス税導入に伴う駆け込み需要の反動により減収。

【商品群別】 生体計測機器： 脳神経系群は米州、アジア州で好調に推移。心電計群はアジア州で堅調に推移するも、米州、欧州で前年同期を下回る。
生体情報モニタ： 米州、欧州で増収。特に米国での売上が大幅に伸長。
治療機器： 除細動器は米州、欧州、アジア州で好調に推移。AEDはアジア州で好調に推移するも、米州、欧州で前年同期を下回る。
その他： 現地仕入品が前年同期を下回る。血球計数器は中南米、欧州で好調に推移するも、アジア州で低調。

： 前年同期比 ＋1%
（為替影響除く：＋0%）

： 前年同期比 ＋5%
（為替影響除く：＋0%）

： 前年同期比 ＋8%
（為替影響除く：＋11%）

（単位：百万円）【商品群別売上高】

【地域別売上高】

為替影響除く：＋6％

【海外売上高比率】（億円）

： 前年同期比 △5%
（為替影響除く：△3%）
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６） トピックス

第１四半期の主な新商品

検体検査装置
NEW!

全自動血球計数・
免疫反応測定装置 MEK-1303

国内： 2018年6月発売
海外： 2018年下期発売予定

医療機器リモート監視システム
NEW!

国内： 2018年6月発売

保守サービス

• 機器の稼働情報を

サーバに自動送信し、
異常・故障時に

コールセンタ・フィールド
サービスがサポート

• MEK-1303から
サービスを開始、
対応機器を追加予定

• 当社初の一体型
血球計数・CRP※1測定装置

• 採血管のキャップを取らずに測定
でき、血液感染リスクを低減

• CBC※2＋CRPの測定時間は
約3分20秒※3とスピーディ

• 再測定が必要な場合、
カラーメッセージでお知らせ

※1 CRP（C-Reactive Protein：C反応性蛋白） ※2 CBC（Complete Blood Count：血算）
※3 オープンモード測定時
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７） 減価償却費と研究開発費
（単位：百万円）

【2019/3期 設備投資計画】
新製品の「型」、計測器・治具、販促用製品、
工場生産設備、基幹システムのサーバ更新

救急車搭載
除細動器

一般病棟・
回復期病棟
向けモニタ

生体情報モニタリング事業

AED for 

HOME

治療機器事業

新興国向け

ベッドサイド
モニタ

救急車 手術室 ICU家庭

病棟

人工
呼吸器

麻酔器

中位機種
ベッドサイドモニタ※

（国内） （国内）

CSM-1500

※ CSM-1500は国内3月、欧州4月発売。
CSM-1700は国内、欧州8月予定。
両機種ともに米国は下期予定。

【2019/3期 新商品（予定）】

CSM-1700
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８） 上期・通期業績見通し
（単位：億円）

為替影響除く： ＋11％

【地域別海外売上高】 （単位：百万円）
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2018/3 2019/3 増減率
実績 予想 構成比（％） （％）

生 体 計 測 機 器 39,323 40,200 22.3 2.2

生 体 情 報 モ ニ タ 59,229 62,500 34.7 5.5

治 療 機 器 32,892 33,600 18.7 2.2

そ の 他 42,804 43,700 24.3 2.1

売 上 高 合 計 174,249 180,000 100.0 3.3

(ご参考）

消 耗 品 ・ 保 守 サ ー ビ ス 75,505 78,100 43.4 3.4

9

［参考］ 商品群別売上高見通し/為替の影響
（単位：百万円）

平均レート
2018/3 2019/3
実績 予想

米 ド ル 111.0円 105円
ユ ー ロ 130.0円 130円

為替感応度の概算値（年間）

売上高 営業利益

米 ド ル 3.0億円 1.1億円
ユ ー ロ 0.5億円 0.2億円



この資料に記載されている業績予想数値は、当社および当社グループ会社の事業に関連

する業界の動向、国内外の経済情勢、各種通貨間の為替レートの変動など、業績に影響を

与える要因についての現時点で入手可能な情報を基にした見通しを前提としております。

同数値は、市況、競争状況、新商品導入の成否など多くの不確実な要因の影響を受けます。

従って、実際の業績は、この資料に記載されている予想とは大きく異なる場合がありますこと

をご承知おきください。

【担当部署】 経営戦略部

【連 絡 先】 ℡03-5996-8003


